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 ３）船首作業員休憩室

　船首部クレーン下のデッドスペースに作業員用の
休憩室を設けました。室内は冷蔵庫、空調完備して
おり土足のまま素早く休憩できるようになっていま
す。

写真－１７　レディースルーム

写真－１８　女性専用トイレ

写真－１９　船首作業員休憩室

 
４）災害時一時避難場所の提供

　本船は、広い居住スペースがある為、地震等の災
害時には地域住民の皆様に一時避難場所としてご利
用いただける、各種設備を提供します。
※本船提供設備等
　〇大型就寝スペース
　〇飲料水（最大330ｔ）
　〇浴室、シャワー（計５か所）
　〇洗濯機（５台）
　〇乾燥機（４台）
 　　　  

 写真－２1　大型就寝スペース
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4. おわりに

　当社はこれまで国内マリンコントラクターの一角
を担い、全国各地で港湾整備・港湾荷役等の海上作
業に携わってきました。今後もより一層高度な社会
貢献の要請に対応し、豊かな地域社会の創造と快適

な暮らしの創出と共に、環境保全や防災の観点から
自然と人が寄り添って災害に対応する未来を高い技
術で支え、常に新しい時代に対応した目標に向か
い、この度建造した「第八若栄丸」と共に当社がそ
の一翼を担い、社員一丸となって邁進、努力を続け
てまいります。

写真－２2　災害時提供設備
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１５０ｔ吊全旋回式多目的起重機船

『第７７幸丸船団』

1. はじめに

当社は昭和21年の創業以来、7８年余にわたって
土木工事に携わり、昭和30年に漁港を含む港湾土
木工事に携わりました。石巻港、女川港、仙台港等
宮城県内や北海道・東北の港で活躍しています。                                                                                                                                  
　今回紹介する起重機船「第77幸丸」は、これまで
活躍していた160t吊起重機船「第62幸丸」の船齢
が30年を超えたことから、令和2年5月に計画し令和
5年5月に完成しました。本船とクレーンのエンジンは
「国際大気汚染防止原動機証書（EIAPP証書 日
本海事協会発給）」の交付を受けた原動機を搭載
しています。「安全・環境・機動性」の向上を図り、
ICT技術（浚渫システム・ブロック据付）を取り入れた
多目的船となっています。

☆第７７幸丸船団の特徴
１．クレーン操作室の監視カメラモニターによりク

レーン本体内ドラム・クレーンブーム直下を監視し
安全作業が出来ます。

２．起重機船首部に180°カメラを取り付け、押船に
あるモニターで確認できます。　　　　　　　　
見えにくい視界を確保し安全な航行・接岸が出来
ます。

３．船員の確保が厳しい中、ヒヤリングを行い船員の
意向を最大限に取り入れて船内Wi-Fiを完備し、船
員室をマットレスベットの装備にしました。

４．作業船のカーボンニュートラルの取り組みとして、
全室LED照明はもとより代替燃料（GTL燃料、
BTL燃料）の導入を２０２５年までに目指します。

写真-1　第77幸丸全景

東北支部
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２．第７７幸丸船団の特徴

１）装備

写真-３　クレーン操作室
カメラ１　クレーンブーム直下　作業員の状況を監視
カメラ３～４　クレーン本体内ドラム　乱巻が起こらないよう監視

写真-6　コーミング
幅４ｍコーミングが着脱出来るために、
陸上から船倉へ車両等の出入りができる

写真-７　コーミング内側

写真-２　監視カメラモニター

第７７幸丸船団

写真-5　第78幸丸（押船）
操舵室から見えにくい部分を船首部カメラモニターで

カバーする
写真-4　船首クレーン部　180°カメラ30倍ズーム

航行時や岸壁接岸時の接触防止のため取付

4.0m
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２）装備

写真ｰ９
普段の家庭環境に近いユニットバス・全自動洗濯機を設

置

写真-10　全ての照明にLEDを使用

写真-11　快適な船員室（全７室 Wi-Fi完備）
これまでの畳ベットから船員の希望により

低反発のマットレスベットに変更

写真ｰ９
普段の家庭環境に近いユニットバス・全自動洗濯機を設置

写真-8　広い空間のサロン　44.2㎡（Wi-Fi完備）
担い手育成の観点からWi-Fi設備を取り入れ通信性の向上を図る
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3．環境対策

近年国内及び国外共に厳しくなりつつある排ガス
規制に対し、第77幸丸及び押船第78幸丸の全ての
搭載エンジンは「国際大気汚染防止原動機」排ガス
2次規制適合エンジンを使用し、国土交通省Noｘ２

次規制適合（窒素酸化物）排出基準（14.4g/kWh）
にも適合しています。

ポンプジェット式スラスター（１基）の採用により、
360°の船体移動補助機能を充実させています。離
岸・接岸時の使用により、作業時間を短縮し効率化
を図れます。

写真-12　スラスターエンジン（ヤンマー6LY2-WST）
（Nox値　7.7g/kWh<14.4g/kWh）

写真-13　ポンプジェット式スラスター

写真ｰ14　押船第78幸丸エンジン（ヤンマー6EY17W）
（Nox値　8.2g/kWh<14.4g/kWh）

写真ｰ15　クレーンエンジン
（CAT　C15　ACERT）

（Nox値　7.7g/kWh<14.4g/kWh）
船体固定は、スパッド２基（長さ22ｍ、口1000）を装備しています。
使用水深範囲１２～１４ｍ、下降・上昇時間４ｍ/min

写真ｰ16　スパッド２基（長さ22ｍ、口1000）
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4．主要諸元

5．おわりに

第７７幸丸船団は、石巻港を拠点に360°スラス
ターを活用し狭隘な場所を含め牡鹿半島、女川港、
離島などで消波ブロック据付作業（60ｔﾌｯｸ仕様）、
浚渫作業（3.5㎥ラッチアームバケット）、捨石運搬投

入作業（3.0㎥オレンジバケット）、ケーソン据付作業
（引込式）に活躍しています。地域により快適なイン
フラを提供できる様に今後も安全を第一に港湾工事
に貢献し、ICT施工（浚渫・ブロック据付システム）を
含め技術の向上、担い手育成に努めていきます。
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バックホウ搭載作業船

『２３うきしろ号』

1. はじめに

弊社は昭和24年1月25日に創業し、本社を構える
広島県の尾三地域を中心として、作業船を使用した
港湾土木工事に携わってまいりました。

昭和後期から平成初期にかけて大型グラブ船の
建造により、海上工事を主軸としておりましたが、時
代とともにそうした工事の施工量が低迷してきたた

め、新たな挑戦として臨んだのが「バックホウ浚渫
船」です。

大型グラブ船に比べれば掘削ボリュームは少な
く、深度の浅い箇所での使用に限定されますが、狭
い河川や港内での使用に最適で、何より機動性の良
さは抜群です。

また、河川へ流出した災害土砂の撤去など、災害
復旧時にも活用できるメリットがあります。

中国支部

山陽建設株式会社

写真-1  「23うきしろ号」全景
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２. ２３うきしろ号の由来

23うきしろ号の「うきしろ」とは、山陽建設㈱の本
社所在地である広島県三原市に、1567年より毛利元
就の三男・小早川隆景によって築かれた「三原城」が
由来となっております。

三原城は瀬戸内海に面した地に島を繋いで築かれ
たいわゆる「海域」で、満潮時には海に浮いたように
見えたことから別名「浮城」とも呼ばれていたそうで
す。

山陽建設株式会社　本社
　〒723-0016
　　広島県三原市宮沖1丁目8番8号
　　TEL：0848-62-2111
　　FAX：0848-62-0036

関東営業所
　〒292-0014
　　千葉県木更津市高柳1丁目4番9号
　　TEL：0438-41-9291
　　FAX：0438-41-9296

３. ２３うきしろ号の特徴

本船はバックホウを搭載し、ピンローラージャッキ
アップ式スパッド装置・貨物倉を兼ね備えた多目的
作業船です。

バックホウ浚渫工事を主体とし、水中油圧ブレー
カーを使用した構造物取壊し作業、建設資材（土砂
等）の海上運搬等、様々な作業に対応します。

１. 施工支援システムの導入
施工支援システムを導入し、精度の高い施工を行

うことが出来ます。
ＧＮＳＳ機器を使用し船体位置を確認、マシンガイ

ダンスを使用することで、水中のみえない箇所での難
しいオペレーティングへの対応が可能です。
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２. 蓄電システムの活用
蓄電システムを活用し、CO2排出量・燃料の削減に

取り組みます。
自然災害発生時などには、トイレ・風呂（シャワー

付）・生活用水の提供、そして蓄電システム・発動発
電機を併用することにより、被災者への給電が可能
です。

また、スパッドも蓄電システムを利用して可動させ
ることができます。
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３. 主要諸元

●船体部　
主要寸法：長さ（Ｌ）＝30.0m
　　 　　 幅　（Ｂ）＝12.5m
　　 　　 深さ（Ｈ）＝2.2m
　　 　　 吃水（Ｄ）＝1.1m

●バックホウ
機種・型式：HITACHI　油圧ショベル　ZX870EL-3
フロント部分：強化型ロングアーム（5.4m）
原動機：いす AゞH-6WG1XYSA-03
バケット容量：山積み2.7㎥（ロングアーム特殊バケット）
最大掘削深さ：11.25m（アンカー作業時）
　　　　　　　※スパッド施工時は、現地状況による
最大掘削深さ時半径：6.45m（アンカー作業時）
　　　　　　　※スパッド施工時は、現地状況による
最大掘削半径：15.90m
最大ダンプ高さ：9.73m
最大掘削力 バケット：323kN（33,000kgf）
最大掘削力 アーム：243kN（24,800kgf）
各種装備品①：スケルトンバケット（150×150）山積み2.4㎥
各種装備品②：1本爪リッパ　質量2.5トン
各種装備品③：水中油圧ブレーカーFURUKAWA F45
搭載年月：2023年2月

写真-2  １本爪リッパ
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株式会社　トマック
出　永　文　武　

●経歴（資格取得）

・平成 	９年 ４月　　入社	
・平成18年12月　　海上起重機作業管理技士取得	
・平成29年 ７月　　ポンプ浚渫船　船長
・令和元年 ７月　　登録海上紀重基幹技能者取得
	 	
●主要工事実績
・ 石狩湾新港浚渫工事
・ 金沢港浚渫工事	
・ 南本牧DCM工事	
・ 境港地盤改良工事
・ 備讃瀬戸航路浚渫工事

●今後について
備讃瀬戸航路浚渫工事で濁りによる環境汚染

をおさえる還流式バージローディング装置を搭
載したポンプ浚渫船（千代田丸）の船長として国
際航路で潮流が速く且つ船舶の航行が激しく特
に大型船が多く行きかう場所での浚渫作業を指
揮し安全を優先して無事故・無災害を柱にして業
務に従事しました。今後も安全に配慮して、蓄
積してきた経験や技術力を、次の世代に継承し
ていき、海洋・港湾・空港土木工事に貢献してま
いりたいと思います。	
	 	 	 	

シリーズ
海の匠 登録海上起重基幹技能者の紹介

95

●出身地	 熊本県					   
●生年月日	 1979年3月31日
●入社年月日	 平成12年8月10日
●職　責	 船長				  
●船　団	 ポンプ浚渫船　千代田丸（8,000PS級）
	 揚錨船　　　　穂高丸（50t吊）
	 揚錨船　　　　甲山丸（50t吊）

プロフィール

関東支部

ポンプ浚渫船（千代田丸）
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本部活動

令和５年７月３日

◇広報・事務局長会議
１．本部活動について

２．支部活動について

３．広報活動について

令和５年７月７日

◇「登録海上起重基幹技能者」等講習試験委員会、

技術講習会講師合同会議
１．令和５年度講習・試験及び更新講習の実施計画(案)

２．令和５年度講習試験及び認定試験問題作成方針(案)

３．令和５年度更新講習試験問題について

令和５年７月２０日

◇安全対策委員会
１．港湾空港直轄工事の事故発生状況について

２．直轄工事の令和５年度重点対策について 

３．直轄工事の安全対策重点モデル工事について

４．作業船のあり方フォローアップについて（報告）

５．作業船安全パトロールについて

令和５年７月２６日

◇「登録海上起重基幹技能者」等講習試験委員会幹事会
１．受講願書の審査

令和５年７月２７日

◇常任委員会幹事会
１．令和５年度港湾局長要望について

２．その他

令和５年８月２２日～２４日

◇「登録海上起重基幹技能者」等講習試験委員会幹事会
１．試験問題（案）の作成

マリーンニュース
事務局だより

令和４年９月７日

◇「登録海上起重基幹技能者」等講習試験委員会
１．令和５年度受講申込者の審査結果

２．令和５年度講習会の日程及び試験科目

３．令和５年度試験問題の作成

支部活動

◇中部支部総会

令和５年度当中部支部総会については、令和５年

９月８日、静岡、愛知、三重の各県から会員２０名

中２０名（委任状９名含む）が出席し、静岡県静岡

市で開催された。

総会には、来賓として、国土交通省中部地方整備

局港湾空港部から山本大志港湾空港部長、清水港湾

事務所から滝川尚樹所長、（一社）日本海上起重技

術協会、野澤良一専務理事をお迎えし開会した。

又、衆議員議員　深澤陽一先生、工藤彰三先生、

石原正敬先生、参議院議員　阿達雅志先生、繋本護

氏から祝電を頂いた。

議事に先立ち、佐野茂樹 支部長が挨拶し、続い

て、国土交通省中部地方整備局港湾空港部長　山本

　大志　様、からご祝辞をいただいた。

このあと、佐野支部長を議長に下記議案の審議を

行った。

第1号議案　令和４年度事業報告について

第2号議案　令和４年度決算書・監査報告について

第3号議案　令和５年度事業計画（案）について

第4号議案　令和５年度予算書（案）について

第5号議案　役員の改選について

第1号議案から第５号議案まで原案どおり可決承



43

認され、役員については全ての役員が留任となっ

た。

又、野澤良一専務理事より本部報告事項を行って

頂き、続いて、記念講演として、滝川尚樹　清水港

湾事務所長より「最近の港湾行政について」につい

て講演をいただき無事総会を終了した。

総会、記念講演終了後、参会者一同で懇親会を開

催し、３県にまたがる会員同士、諸課題を語り合い

ながら親睦を深めていただき、和やかなうちに全行

事を終了することができた。

今回の総会を通じ、国土交通省の中長期政策、

「働き方改革」の取り組みを認識し、また地域活性

化における港湾の重要性、中部地方整備局における

コンプライアンスの取り組みの重要性を再認識する

とともに、会員相互の連携を深めることが出来たの

ではないかと思う。

◇近畿支部総会

近畿支部では第１２回総会を令和５年９月２９日

（金）に神戸市中央区ラッセホール（Rasse Hall）

にて開催しました。

総会は本部より寄神会長　野澤専務理事のご臨席

をいただき、会員２０名の内１６名の出席のもと行

い、議案については原案通りに承認されました。

総会議案承認後　本部野澤専務理事より本部の取

り組みと活動状況をご報告いただきました。

総会の最後に、講演会が開催され２８名出席のも

と近畿地方整備局　副局長　魚谷　憲様より「近畿

の港湾に関する主な動きについて」と題して近畿に

おける港湾関連事業や、働き方改革　生産性の向上

等についてのご講演を賜りました。

総会後　懇親会を開催し近畿地方整備局　第５管

区海上保安本部　神戸保安部　神戸市　大阪湾広域

臨海環境整備センター　建設労働災害防止協会　兵

庫県支部　NPO法人近畿港の達人　日本港湾空港建

設協会連合会より多数のご来賓の出席を賜り、有意

義な懇親会となりました。　

総会次第

１ 開会挨拶　近畿支部長　寄神裕佑

２ 議　　事

　１．議長選出

　２．議案

　　第１号議案　令和３・４年度活動報告

　　第２号議案　令和３・４年度収支決算承認の件

　　第３号議案　令和５・６年度活動計画案承認の件

　　第４号議案　令和５・６年度収支予算案承認の件

　　第５号議案　役員の任期満了に伴う改選の件

　　　ヤマト工業株式会社　監事退任

　　　青木マリーン株式会社　浅賀社長　副支部

　　　　　長就任

　　　株式会社森長組　監事就任

３ 報告事項

　本部活動報告（野澤専務理事様）

講演会

　「近畿の港湾に関する主な動きについて」

　近畿地方整備局　副局長　魚谷　憲様
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インフォメーション

安全啓蒙ポスター 配布のお知らせ 

「非自航船における居住設備ガイドライン」及びポスター
　令和５年３月、一般社団法人日本埋立浚渫協会、日本港湾空港建設協会連合会、一般社団法人日本海上起重技
術協会、全国浚渫業協会、一般社団法人日本潜水協会においては、港湾工事の実施に必要不可欠である作業船内
における良好な居住設備を確保するため、「非自航船における居住設備ガイドライン」を策定しました。
本ガイドラインの着実な実施を通じて作業船乗組員の適正な就労環境を確保し、もって港湾工事に係る担い手の
確保を推進していくものです。

会員への配布

 「非自航船における居住設備ガイドライン」及びポスターは、会員へにはそれぞれ１部配布していますが、部数に
余裕がありますので希望される会員は事務局へ申し出てください。

「ポスター」「ガイドライン」

　毎年度「安全ポスター」を作成し、作業員一人一人の意識向上、

啓蒙に役立つこと、及び海上起重作業船団の更なる安全運航に

寄与することを願うものであります。

会員への配布

 「安全ポスター」は、会員には5部配布し、また発注関係官公

庁にも配布しております。なお、部数に余裕がありますので、

増配布を希望される会員は協会事務局へ申し出て下さい。

「安全ポスター」
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図 書 名 概　　　要 体　裁 発行年月 販売価格

作業船団の運航に伴う

環境保全対策マニュアル

（改訂版）

（国土交通省港湾局監修）

作業船団の運航に伴い自らが発生す

る排水等の環境阻害要因に対する方

策を取りまとめたマニュアル

海洋汚染防止条約（マルポール条約）

の付属書採択に伴う国内法の改正を

反映

・「港湾工事共通仕様書」に参考図書

として記載

A4版

100ページ

平成30年4月 会　員 2,000 円

非会員 2,500 円

（消費税別、送料別）

作業船団安全運航指針

（改訂版）

（国土交通省港湾局監修）

作業船団の安全な運航に対する安

全衛生管理、操船、係留時等の安

全対策及び作業船による架空送電線

事故防止対策を取りまとめた指針

労働安全衛生法等の改正を反映、

船員労働安全衛生規則に規定され

ている経験又は技能を要する危険作

業に関する事項を新たに記載

・「港湾工事共通仕様書」に参考図書

として記載

A5版

200ページ

令和 2 年 6 月 会　員 2,000 円

非会員 2,500 円

（消費税別、送料別）

海 技 協  販 売 図 書 案 内

インフォメーション

※購入は「図書名、部数、送付先、担当者、連絡先、請求書あて先」を記入したFAX又はメールで、協会事務局へ申し込んで下さい。

FAX番号：03-5640-9303

E-mail：honbu@kaigikyo.jp

海技協ホームページ「会員専用ページ」の掲載事項

（7月以降掲載分）

〔協会活動〕
● 事業委員会活動報告（令和５年９月）

〔協会からのお知らせ〕
● 建設キャリアアップシステム通信（第44号　2023年7月）
● 建設キャリアアップシステム通信（第45号　2023年8月）
● 建設キャリアアップシステム通信（第56号　2023年9月）

（注）会員専用ページは、随時更新していますのでご利用下さい。
　　「会員専用ページ」を開くためには「ユーザー名」と「パスワード」が必要です。当協会事務担当者にお尋ね下さい。
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